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ニ
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。
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社
会
福
祉
法
人
浴
風
会
と
の
関
わ
り

と
言
え
ば
ピ
ン
と
来
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

を
運
営
し
て
い
る
団
体
で
も
あ
り
ま

す
。

　

当
機
構
は
、
国
の
政
策
と
密
接
な

連
携
の
も
と
、
地
域
の
福
祉
医
療
基

盤
の
整
備
や
維
持
存
続
を
は
か
る
た

め
、
長
期
・
固
定
・
低
利
の
政
策
融

資
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
経

営
に
関
す
る
各
種
レ
ポ
ー
ト
の
公

表
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
施
設
の
安

定
経
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事
業
の
継
続
に

支
障
が
あ
る
事
業
者
様
に
対
し
優
遇

措
置
を
拡
充
し
た
経
営
資
金
を
積
極

的
に
ご
融
資
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
く
わ
え

て
、
前
述
の
国
の
制
度
・
施
策
な
ど

の
情
報
を
提
供
す
る
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

事
業
、
福
祉
施
設
で
働
く
方
々
の
退

職
金
を
賄
う
退
職
手
当
共
済
事
業
、

制
度
の
狭
間
に
あ
る
福
祉
課
題
に
対

応
す
る
民
間
福
祉
活
動
を
助
成
金
で

応
援
す
る
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業

な
ど
各
種
事
業
を
一
体
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
と
医
療
の
基
盤
作
り
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
皆
様
の
活
動
を
側
面
か
ら

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
構
の
様
々
な
メ
ニ

ュ
ー
を
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
安
定
経
営
や

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
浴
風
会
は
令
和
7

年
に
創
立

100
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
福
祉
・
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
も
増
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中

で
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し

克
服
す
る
高
齢
者
医
療
・
介
護
・
福

祉
分
野
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

末
筆
な
が
ら
、
貴
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

理
事　
風
間　

弘
次  

５ 月 号

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

  

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
理

事
の
風
間
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
2
月
に
高
齢
者
医
療
・
介
護
・

福
祉
分
野
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で

あ
る
浴
風
会
に
初
め
て
お
邪
魔
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
口
に

あ
る
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
で

あ
る
重
厚
な
本
館
に
圧
倒
さ
れ
、
都

内
と
は
思
え
な
い
広
大
な
敷
地
に

数
々
の
施
設
が
一
体
的
に
運
営
さ
れ

て
い
る
姿
に
驚
き
を
覚
え
た
の
が
第

一
印
象
で
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
を
拝
見
し
た
際
、

従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
挨
拶

な
ど
を
通
じ
て
、
浴
風
会
が
人
材
を

育
成
・
成
長
さ
せ
る
組
織
で
あ
る
と

感
じ
、
あ
ら
た
め
て
「
ひ
と
」
が
組

織
の
財
産
で
あ
る
と
痛
感
し
た
次
第

で
す
。

  

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
は

一
体
ど
の
よ
う
な
団
体
か
と
思
わ
れ

る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
福
祉
に
関
わ
ら
れ
て
い

る
方
で
あ
れ
ば
「
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
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令
和
７
年
１
月
に
創
立

100
周
年
を
迎
え
る
こ
の
期

に
、
今
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
て

策
定
さ
れ
た
中
期
事
業
計
画
を
念
頭
に
置
き
、
当
該

計
画
の
初
年
度
に
相
応
し
い
事
業
展
開
を
図
る
。

１　

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
事
業
運
営
の

透
明
性
の
向
上
、
財
務
規
律
の
強
化
、
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
の
実
施
と
い
っ
た
社
会
福
祉
法
人

制
度
改
革
へ
の
対
応
を
着
実
に
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、
自
立

支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
質
の
高
い
医
療
・
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
な
ど
に
鋭
意
取
り
組
む
。

　

一
方
で
、
法
人
の
持
続
的
な
成
長
を
可
能
と
す
る

た
め
、
質
の
高
い
人
材
の
確
保
、
働
き
方
改
革
の
推

進
、
安
定
的
な
経
営
基
盤
の
構
築
と
い
っ
た
取
組
に

も
努
め
る
。

２　

一
体
化
し
た
広
報
計
画
の
下
、
実
施
事
業
の
現

状
や
方
向
性
等
に
つ
い
て
、
適
時
適
切
に
情
報
発
信

し
、
も
っ
て
会
内
外
関
係
者
の
理
解
と
信
頼
の
確
保

に
努
め
る
。

３　

こ
れ
ら
の
取
組
に
当
た
っ
て
は
、
経
営
企
画
会

議
の
下
、本
部
事
務
局
、企
画
開
発
本
部
、事
業
本
部
、

人
材
確
保
対
策
推
進
本
部
、
地
域
公
益
活
動
推
進
本

部
と
い
っ
た
本
部
組
織
、
ま
た
病
院
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
各
事
業
部
門
が
密
接
に
連
携
し
、
組

織
を
挙
げ
て
対
処
す
る
。

　

ま
た
、
全
職
員
が
、
当
会
職
員
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
多
職
種
協
働
で
各
々
職
務
に
邁
進
で
き

る
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

４　

更
に
、
2
０
４
０
年
問
題
を
展
望
し
つ
つ
健
康

寿
命
の
延
伸
、
医
療
・
福
祉
の
生
産
性
の
向
上
を
目

指
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
長
期
的
な
対

応
を
図
る
。

●
浴
風
会
病
院
事
業　

　

前
回
（
平
成
30
年
度
）
の
診
療
報
酬
改
定
以
降
、
患

者
数
が
目
標
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
特

に
こ
の
2
年
間
に
つ
い
て
は
大
胆
な
経
営
戦
略
を
立
て

て
、
次
の
内
容
を
確
実
に
実
施
す
る
よ
う
全
ス
タ
ッ
フ

に
て
取
組
む
。

（1）
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
現
実
の
も
の
と
す
る

た
め
、
地
域
医
療
・
介
護
連
携
推
進
の
観
点
に
立
ち

患
者
本
位
を
前
提
と
し
た
院
内
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ

ず
、
ま
た
、
事
項
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
経
営
改
革

に
取
組
み
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る
。

（2）
回
復
期
リ
ハ
病
棟
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
医
療

療
養
病
棟
、
老
健
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
有
機

的
、
効
果
的
に
連
携
し
、
地
域
の
た
め
に
総
合
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
十
分
果
た
さ
れ
、
結
果
と
し

て
収
益
増
と
な
る
こ
と
を
再
認
識
し
取
組
む
。

（3）
回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
は
、運
動
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
Ｆ
Ｉ
Ｍ
）

の
改
善
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
績
指
数
が
上
が
る
患
者
層
の
確
保
と
休
日
リ
ハ
加

算
の
上
位
取
得
を
目
標
と
す
る
。

（4）
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
目
的
に
沿
っ
た
運
用
の
推

進
及
び
医
療
療
養
病
棟
に
お
け
る
、
在
宅
復
帰
機
能

加
算
を
増
や
す
た
め
、
退
院
先
を
考
慮
し
た
入
退
院

調
整
の
機
能
を
更
に
強
化
さ
せ
る
。

（5）
外
来
診
療
の
充
実
の
一
環
と
し
て
、
糖
尿
病
教
育

入
院
、
頭
部
画
像
診
断
外
来
の
新
設
に
取
組
む
。

（6）
訪
問
医
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
の
需
要
が
多

い
こ
と
に
鑑
み
、
訪
問
系
事
業
の
事
業
化
へ
の
基
盤

づ
く
り
を
行
う
。

●
老
健
く
ぬ
ぎ
事
業　
　

　

開
設
以
来
5
年
を
経
過
し
、
入
所
利
用
率
は
直
近

実
績
で
94
％
と
な
り
、
運
営
費
も
12
か
月
連
続
で
強

化
型
を
取
得
し
、
着
実
に
実
績
を
上
げ
て
き
て
い
る

が
、
通
所
に
つ
い
て
は
目
標
利
用
率
に
は
届
か
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
全

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
く
。

（1）
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
加
算
の
取
得
を

計
上
す
る
と
と
も
に
、
強
化
型
の
上
位
で
あ
る
「
超

　
令
和
２
年
度　

浴
風
会
事
業
計
画
（
概
要
）
に
つ
い
て　
　

   

本
部
事
務
局
長　

浅
井　

敏
男

Ⅰ　

基
本
方
針

Ⅱ　

重
点
事
項

Ⅲ 

各
事
業
計
画
概
要

（
２
）
研
修
、
職
場
体
験
活
動
等
の
積
極
的
受
入
れ

及
び
各
種
講
座
の
開
催

（
３
）
カ
フ
ェ
事
業
等
に
よ
る
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
の
実
施

２　

利
用
者
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（
１
）
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
及
び
在
宅

支
援
機
能
（
老
健
、
訪
問
診
療
・
看
護
等
）
の
充
実

（
２
）
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
推
進

（
３
）
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
寧
に
過
ご
せ
る
地
域

づ
く
り
の
実
施

（
４
）
元
気
高
齢
者
の
活
躍
の
場
や
互
助
を
推
進
す

る
仕
組
み
づ
く
り
の
実
施

（
５
）
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
の
向
上
及
び
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
徹
底

３　

専
門
職
の
連
携
を
活
か
し
た
職
場
づ
く
り

（
１
）
法
人
の
特
長
を
活
か
し
た
採
用
活
動
の
実
施

（
２
）
働
き
方
改
革
へ
の
的
確
な
対
応

（
３
）
実
習
生
の
受
入
れ
促
進

（
４
）
研
修
制
度
及
び
福
利
厚
生
制
度
の
充
実

（
５
） 

労
働
安
全
衛
生
の
推
進

（
６
） 

障
害
者
雇
用
・
外
国
人
雇
用
の
推
進

４　

着
実
な
事
業
実
施
の
た
め
の
経
営
基
盤
づ
く
り

（
１
）
堅
実
な
財
務
運
営
基
盤
の
形
成

・
計
画
利
用
率
の
確
保
・
達
成

・
予
算
執
行
管
理
の
徹
底
と
コ
ス
ト
意
識
の
向
上
等

（
２
）
高
齢
者
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
の
経
営
基

盤
の
安
定

（
３
）
法
人
機
能
の
充
実

・
各
法
人
組
織
の
活
性
化
に
よ
る
業
績
の
向
上

・
経
営
企
画
会
議
等
に
よ
る
法
人
が
抱
え
る
諸
課
題

の
検
討
及
び
対
処
方
針
の
決
定

・
広
報
活
動
の
推
進
及
び
防
災
対
策
の
推
進

（
４
）
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
に
よ
る
各
事
業
部

門
の
成
長
・
革
新
へ
の
取
組

２ 

老
人
福
祉
事
業　

   （
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

１ 

高
齢
者
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業

１　

地
域
と
の
協
働
と
社
会
貢
献

（
１
）
施
設
設
備
の
開
放
、
職
員
の
派
遣
等
を
通
じ

た
地
域
交
流
の
推
進

　

複
雑
多
様
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
高
齢
者
に
対
し

て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
居
住
支
援
、
生
活
支

援
等
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
が
有
す
る
機
能
を
活

用
し
た
地
域
貢
献
策
を
展
開
す
る
。

（1） 

研
修
や
職
場
体
験
活
動
等
の
積
極
的
受
入
れ
、

又
、
利
用
者
の
知
識
・
特
技
を
活
か
し
た
利
用
者
に

よ
る
講
演
会
や
料
理
教
室
等
を
地
域
へ
向
け
て
積
極

的
に
活
動
を
拡
充
す
る
な
ど
、
社
会
貢
献
や
地
域
と

の
協
働
を
進
め
る
。

（2） 

誰
も
が
安
心
し
て
明
る
く
生
き
甲
斐
の
あ
る
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
個
別
支
援
計

画
に
基
づ
く
支
援
、
生
活
環
境
の
向
上
等
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
多
職
種
協
働
で
多
様
化
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

(3) 

加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
、
認
知
症
等
精
神

疾
患
利
用
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、   

要
介
護
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
活
用
も
併

せ
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
施
設
で
の
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
取
組
を
進
め
る
。

（4） 

各
施
設
が
行
う
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
内
、

他
施
設
の
利
用
者
も
参
加
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
者
の
選
択
を
拡
大

し
、
相
互
の
交
流
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
情
報
の
共

有
化
を
進
め
る
。

（5） 

研
修
等
へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
る
専
門
性
の
向

上
に
努
め
る
ほ
か
、
良
好
な
人
間
関
係
を
構
築
・
維

持
す
る
能
力
や
説
明
・
調
整
能
力
等
を
養
う
な
ど
、

各
職
種
間
の
密
接
な
連
携
が
確
保
さ
れ
た
働
き
甲
斐

の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
。

（6） 

施
設
運
営
に
必
要
な
人
材
の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
標

準
化
に
よ
る
効
率
的
、
効
果
的
業
務
の
遂
行
、
行
政

強
化
型
」
の
取
得
に
向
け
て
準
備
を
す
る
。

（2）
超
過
勤
務
の
上
限
設
定
、
医
薬
品
支
出
の
低
減
、
人

材
紹
介
会
社
へ
の
手
数
料
の
低
減
な
ど
を
実
行
す
る
。

（3）
通
所
事
業
に
つ
い
て
は
前
年
度
に
経
営
の
向
上
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
取
組
ん
で
き
た
が
、
今
年
度
も
引

続
き
経
営
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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介
護
保
険
事
業  （
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

４ 

地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業   

５ 

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
事
業 

（1）
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
積
極
的
受
入
れ
。（
特
養
）

（2）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
基
づ
き
、
就
労
の

機
会
を
提
供
す
る
。（
特
養
）

（3）
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
。（
特
養
）

（4）
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
と
外
国
人
介
護
職

員
の
採
用
を
進
め
る
。（
特
養
）

（5）
地
域
の
小
中
学
校
の
対
象
を
拡
げ
福
祉
教
育
へ
の

協
力
。（
特
養
）

（6）
緊
急
や
む
を
得
な
い
身
体
拘
束
の
廃
止
及
び
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
に
取
組
む
。（
特
養
）

（7）
浴
風
会
病
院
と
の
協
働
の
下
に
看
取
り
介
護
体
制

を
さ
ら
に
推
進
す
る
。（
特
養
）

（8）
適
切
な
医
療
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に
、
多
職
種

に
よ
る
医
療
連
携
ケ
ア
の
向
上
を
図
る
。（
特
養
）

（9）
待
機
者
の
ス
ム
ー
ズ
な
入
所
に
心
が
け
、
欠
員
空

床
の
逓
減
に
努
め
る
。（
特
養
）

（10）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
通
信
環
境
を
利
用
し
た
見
守
り
支
援
機
器

等
の
導
入
を
進
め
る
。（
特
養
）

（11）
会
内
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
研
修
の
他
、
3
特
養
合
同

で
中
途
採
用
介
護
職
員
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
等
を
、
実
施
す
る
。（
特
養
）

（12）
Ｇ
Ｈ
ひ
ま
わ
り
に
お
け
る
浴
風
会
病
院
と
連
携
し

た
健
康
管
理
の
充
実
を
図
る
。

（13）
入
浴
等
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。（
各
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

（14）
「
中
野
・
杉
並
医
療
と
介
護
の
感
染
予
防
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
協
働
し
、
感
染
症
予
防
対
策
を
強
化
す

る
。（
全
事
業
）

（15）
目
標
利
用
率
の
達
成
。（
全
事
業
）

（16）
有
給
休
暇
の
計
画
的
取
得
に
努
め
る
。（
全
事
業
）

（1） 

令
和
元
年
6
月
に
政
府
は
こ
れ
ま
で
の
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
か
ら
、「
共
生
」
と
「
予
防
」
を
車
の

両
輪
と
し
た
「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
」
を
新
た
な

認
知
症
国
家
戦
略
と
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
大
綱
を

基
盤
と
し
た
認
知
症
諸
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め

に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
調
査
・
研
究
・
研
修
等
を
行
い
、

認
知
症
国
家
戦
略
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

（2） 

研
究
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
時
々
の

国
策
に
応
じ
た
課
題
に
つ
い
て
は
「
厚
生
労
働
省
老

人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
」、
基
礎
的
な
課
題
や
セ

ン
タ
ー
の
独
自
性
に
基
づ
く
課
題
に
つ
い
て
は
、「
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
費
」、「
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
研
究
費
」、「
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
」、

「
文
部
科
学
研
究
費
」、「
生
活
協
同
組
合
・
民
間
財 

団
研
究
助
成
金
」
等
を
活
用
し
研
究
を
行
う
。
さ
ら

に
、
よ
り
研
究
成
果
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

や
医
療
機
関
等
の
関
係
先
と
の
良
好
な
協
調
関
係
を

構
築
、
待
機
者
の
実
態
把
握
、
施
設
設
備
の
計
画
的

修
繕
・
更
新
な
ど
、
施
設
の
安
定
的
、
持
続
的
な
経

営
基
盤
の
確
保
を
進
め
る
。

（7） 

施
設
経
営
の
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
図
る
た

め
、
消
費
増
税
に
見
合
っ
た
措
置
費
・
補
助
金
、
施

設
管
理
等
に
係
る
利
用
者
負
担
の
見
直
し
の
取
組
を

進
め
る
。

(1)
高
井
戸
地
区
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
課
題

を
考
え
、
居
場
所
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
な
ど
を
通

じ
て
、「
お
互
い
さ
ま
」
の
気
持
ち
で
支
え
合
え
る

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
。

(2)
ケ
ア
24
高
井
戸
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
、
医

療
・
介
護
の
連
携
、
認
知
症
支
援
体
制
の
充
実
、
生

活
支
援
体
制
の
整
備
、
介
護
予
防
の
取
組
等
に
よ
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
図
る
。

(3)
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
等
を

通
じ
て
多
職
種
連
携
を
踏
ま
え
た
ケ
ア
マ
ネ
業
務
の

充
実
を
図
り
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
適
切
な

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。 

(4)
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
的
体
制
を
確
保

し
て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
総
合
事
業
や
、
介
護
保

険
外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
実
施
す
る
。

(5)
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
区
内
11
か
所
）
の
相
談
事
業
は
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
相
談
を
通
じ
て
、
安
全
安
心
な
在

宅
生
活
を
支
援
す
る
。

(6)
よ
く
ふ
う
保
育
園
は
、
受
託
事
業
者
・
上
水
保
育
園

と
連
携
し
、
職
員
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
の
保
育
需
要
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。

複
数
年
の
研
究
計
画
（
中
・
長
期
的
な
研
究
計
画
）

を
策
定
し
、
研
究
事
業
の
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

（3） 

認
知
症
ケ
ア
レ
ジ
ス
ト
リ
研
究
を
今
年
度
も
継

続
実
施
し
、
デ
ー
タ
の
登
録
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、

そ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
低
減
に
有
効
な
ケ
ア

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
ま
た
、
会
内
3
特
養
と

の
連
携
に
よ
る
デ
ー
タ
登
録
を
今
年
度
も
推
進
し
、

登
録
数
の
拡
大
を
図
る
。

（4） 

認
知
症
ケ
ア
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
進
歩
を
見
据

え
つ
つ
、
介
護
の
現
場
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
技
術
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
ケ
ア
の
質
的
向
上
や
介
護
職

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
研
究
を
推

進
す
る
。
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の

専
門
研
究
者
、
す
で
に
介
護
現
場
に
こ
れ
ら
の
技
術

の
導
入
を
試
み
て
い
る
介
護
事
業
関
係
者
、
会
内
の

施
設
の
関
係
者
等
、
広
く
法
人
内
外
の
人
々
と
協
働

し
て
研
究
を
推
進
す
る
。

（5） 

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
に
お
い
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
一
つ

と
し
て
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
者
数
が
と
示
さ
れ

た
こ
と
で
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
目
標
を
引
き
継

ぐ
形
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
認
知
症
介
護
指
導

者
養
成
研
修
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
今
年
度

も
東
京
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。

（6） 

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
「
全
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
新
任
者
・
現
任
者
研
修
を

受
講
」
が
明
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
研
修
を
こ
れ

か
ら
も
継
続
的
に
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
と
認
知
症
介
護
指
導
者
等
の
専
門
職

が
協
働
し
て
医
療･

介
護
等
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
よ
り
効
果
的
な
認
知
症
ケ
ア
技
術
の
向

上
を
目
指
す
こ
と
を
支
援
す
る
。

（7） 

認
知
症
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
啓
発
や
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
本
人
・
家
族
が
安
寧
に
過
ご
せ
る

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。

（8） 

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
杉
並
区
と
の
協
働
に

よ
り
、
区
民
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
区
の
認

知
症
関
連
事
業
等
に
寄
与
す
る
。 

（9） 

セ
ン
タ
ー
事
業
の
評
価
及
び
運
営
に
資
す
る
た
め

に
、外
部
委
員
か
ら
な
る
「
運
営
協
議
会
」
を
開
催
し
、

研
究
・
研
修
等
事
業
全
般
に
つ
い
て
の
評
価
を
受
け

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
適
切
な
事
業
運
営
を
行
う
。

令和2年度資金収支予算 単位：千円

養護　浴風園 459,644 459,644 0

軽費　松風園 344,243 344,243 0

軽費　ケアハウス 156,251 156,134 117

960,138 11.2% 960,021 11.3% 117

特養　南陽園 1,184,816 1,180,763 4,053

特養　第二南陽園 719,716 718,834 882

特養　第三南陽園 1,086,148 1,084,680 1,468

南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 41,530 41,308 222

第二南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 89,241 89,241 0

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑひまわり 109,467 109,401 66

ヘルパーステーション 61,324 60,820 504

3,292,242 38.6% 3,285,047 38.7% 7,195

3,024,534 35.4% 2,998,783 35.3% 25,751

649,886 645,854 4,032

認知症介護研究研修ｾﾝﾀｰ 280,376 275,565 4,811

本部事務局 178,307 177,879 428

4,133,103 48.4% 4,098,081 48.3% 5,239

8,385,483 98.2% 8,343,149 98.2% 42,334

48,325 48,325 0

27,667 27,599 68

40,368 39,891 477

17,564 17,442 122

133,924 1.6% 133,257 1.6% 667

17,100 0.2% 16,308 0.2% 792

8,536,507 100.0% 8,492,714 100.0% 43,793

老人福祉事業計　（ａ）

社会福祉事業合計
（ｄ＝ａ＋ｂ＋ｃ）

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

老健　くぬぎ

居宅介護支援事業所

浴風会病院

予 備 費収　入　予　算　額 支　出　予　算　額

ケアスクール

区          分

公益事業合計　（e）

収益事業　（f）

公
　
益
　
事
　
業

総　計　　（ｄ＋ｅ＋ｆ）

社
　
　
会
　
　
福
　
　
祉
　
　
事
　
　
業

よくふう保育園

介護保険事業計　（ｂ）

本部等事業小計　（ｃ）



★
各
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
︒

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　

     ︵
鶴
間
・
工
藤
︶

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
７
４
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

現
在
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
中
で
す
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
平
常
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

全
国
的
な
マ
ス
ク
不
足
の
な
か
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
も
南
陽
園
の
機
能
訓
練
室
と
協
力
し
て

「
手
作
り
マ
ス
ク
」
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
皆
様
は
、「
こ
れ
は
何
に
な
る
の
？
」

な
ど
と
お
話
し
な
が
ら
ハ
サ
ミ
を
と
て
も
器
用

に
使
っ
て
布
地
を
マ
ス
ク
型
に
切
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
後
日
完
成
し
た
マ
ス
ク
が
届
き
、

そ
れ
ぞ
れ
お
好
き
な
柄
を
選
ん
で
ご
家
庭
へ
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

 

（
鶴
間
）
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人
研
修
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
先
で
の
勤
務
が

始
ま
り
ま
し
た
。

17
日　
「
誕
生
会
」
を
開
催
。
4
月
生
ま
れ
の

方
の
お
祝
い
と
昼
食
は
お
祝
い
膳
、
お
や
つ
は

3
種
類
の
ケ
ー
キ
の
中
か
ら
お
好
み
の
も
の
を

1
つ
選
び
召
し
上
が
り
ま
し
た
。　

 　
（
丸
山
）

１
日　

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
開
講
。
受

講
生
６
名
。

　

定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
、「
よ
く
ふ

う
語
ろ
う
会
」（
第
2
水
曜
日
）
と
「Café

オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド
」（
第
2
月
曜
日
、
第

4
金
曜
日
）
は
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
当
面
開
催

を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

  

（
鈴
木
）

浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

︻
老
人
福
祉
事
業
︼

浴
風
園　
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

南
陽
園　

 
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

︻
介
護
保
険
事
業
︼

松
風
園　
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

Ｃ
a
ｆ
é
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド

　令和 2 年 5 月１日発行

本館前のハナミズキが見頃です。

　

４
月
も
、
感
染
症
予
防
対
応
で
、
通
常
の

企
画
は
中
止
・
延
期
し
て
い
ま
す
。
密
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
、
新
し
い
企
画
を
行

い
ま
し
た
。

3
日　
「
お
花
見
会
」。
例
年
は
お
弁
当
を
持
ち

帰
っ
て
お
花
見
を
し
な
が
ら
召
し
上
が
る
こ
と

が
で
き
る
会
で
す
が
、
今
年
は
食
堂
で
開
催
し

ま
し
た
。
お
弁
当
は
と
て
も
華
や
か
で
し
た
。

8
・
14
日　
「
散
歩
会
」。
多
摩
川
上
水
付
近
や

神
田
川
付
近
を
散
歩
し
ま
し
た
。

23
・
24
日　
「
ほ
っ
と
一
息
カ
フ
ェ
」。
ケ
ー
キ

屋
さ
ん
の
ス
イ
ー
ツ
を
用
意
し
コ
ー
ヒ
ー
を
ド

リ
ッ
プ
し
、
１
テ
ー
ブ
ル
に
１
人
と
し
、
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。     

（
尾
滝
）

︻
本
部
事
務
局
︼

１
日　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
、
花
見
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ

り
お
花
見
弁
当
と
甘
酒

を
皆
様
に
お
配
り
し
、

少
し
で
も
春
の
香
り
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
窓
の

外
で
は
、
例
年
と
変
わ

ら
ず
暖
か
い
風
が
舞
い
、
桜
も
美
し
く
咲
き

続
け
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
緊
急
事
態
で
な

け
れ
ば
、
皆
様
と
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
お

花
見
を
楽
し
め
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
来
年
は
、

今
年
の
分
も
利
用
者
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
お

花
見
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
感
染
防

止
の
た
め
、
席
の
間
を
空
け
て
召
し
上
が
っ

て
頂
き
ま
し
た
。）       　
　
　
　
　

  

（
阿
南
）

１
日　

２
名
の
登
用
採
用
職
員
が
着
任
し
ま

し
た
。

15
日　
「
ク
ッ
キ
ン
グ
★
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、

イ
チ
ゴ
の
テ
ィ
ラ
ミ
ス

と
桜
え
び
せ
ん
べ
い
を

作
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、

外
出
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ

1
日　
「
採
用
辞
令
交
付
式
」
開
催
（
新
採

用
30
名
）。

～
2
日　
「
新
入
職
員
研
修
会
」
開
催
。

８
日　
「
花
ま
つ
り
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
の
為
開
催
中
止
。 　
（
浅
井
）

経
営
職
人
事 （
令
和
2
年
3
月
31
日
付
）

　

定
年
退
職

　

  

本
部
事
務
局　

事
務
局
長　

浅
川
正
仁

　
　
　
　
　
　

再
雇
用　

本
部
事
務
局
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
４
月
１
日
付
）

退  

職　

  
 

浴
風
会
病
院　

看
護
部
長　

川
代
た
つ
子

　

 

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

  

副
セ
ン
タ
ー
長　

 

佐
藤
信
人

 （
令
和
2
年
4
月
1
日
付
）

　

昇  

任　
　

　

 

本
部
事
務
局　

事
務
局
長　

浅
井
敏
男

　
　
　
　
　
　
　

  　

 （
本
部
事
務
局
次
長
）

 

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  

副
セ
ン
タ
ー
長　

永
田
久
美
子

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

    （
研
究
部
長
）

採  

用 
  

浴
風
会
病
院　

看
護
部
長　

佐
野
廣
子　

1
日　

新
年
度
に
な
り
、
新
た
に
新
人
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
1
名
と
登
用
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
3
名
が
南

陽
園
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
新

弁
当
や
甘
酒
、
ま
た
よ
も

ぎ
の
香
り
が
春
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
草
だ
ん
ご
も

例
年
通
り
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
毎
年
、
食

後
に
は
皆
様
が
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
ま
れ
る
ご
様
子

が
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
年
は
早
め
に
散
会

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
染
拡
大
防
止
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
来
年
の
お
花
見
会
が
例
年
以
上

に
盛
況
に
開
催
で
き
る
よ
う
、
職
員
も
今
か
ら

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

 

（
宮
中
）

２
日　
「
お
花
見
会
」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
今
年
の
お

花
見
会
は
簡
素
に
行
い
ま
し
た
。

例
年
と
同
様
、
食
堂
に
て
手
作
り
の
お
花
見

浴風会の動き
　　　     （4月）

（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
二
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）



現
在
、
浴
風
会
病
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
入

館
時
に
検
温
及
び
手
指
消
毒
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

入
退
院
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
な
場
合
や
、

病
状
説
明
・
容
体
の
変
化
な
ど
の
説
明
を
医

師
や
看
護
師
か
ら
受
け
る
場
合
、
着
替
え
・

日
用
品
な
ど
を
患
者
様
に
お
届
け
の
場
合
な

ど
を
除
き
、
面
会
を
原
則
禁
止
と
さ
せ
て
い

★
見
学
申
し
込
み
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
質
問

や
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

◎
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
１
４
０　
　

◎
予
約
電
話　

浴
風
会
病
院

０
３
︱
３
３
３
２
︱
６
５
１
１
︵
代
表
︶

★
入
所
・
デ
イ
ケ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利

用
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
１
（
代
表
）

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
３
４
（
入
所
）

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
４
（
デ
イ
ケ
ア
）

杉
並
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ケ
ア
24
高
井
戸　

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
４
９
５
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現
在
、
第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
お
招
き
し

て
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
利
用
者
の
皆
様
は
元
気
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
手
工
芸
の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
っ

て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
隈
本
）

　令和 2 年 5 月１日発行

毎
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
、
い
つ
ま
で
こ
の
状
態
が
続
く
の
か
と

い
う
不
安
の
中
、
様
々
な
所
か
ら
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
正
に
、
日
頃
の

繋
が
り
や
他
人
を
思
い
や
る
人
の
暖
か
さ
を
感

じ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
区
か
ら
の
指
示
で
、

開
所
時
間
の
短
縮
や
訪
問
を
控
え
、
電
話
や

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
介
護
支
援
専
門
員
の
み
な
さ
ん
も
利
用
者
の

方
々
を
心
配
し
な
が
ら
、
こ
の
状
況
を
何
と
か

乗
り
越
え
て
行
こ
う
と
情
報
交
換
を
始
め
ま
し

た
。ケ
ア
24
で
開
催
す
る
事
業
も
す
べ
て
中
止
・

延
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
が
収
ま
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
と
今
回

の
事
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
地
域
で
の

暮
ら
し
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
を
一
緒

に
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
!!　
　
　

         （
尾
関
）

ィ
ア
に
よ
る
活
動
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
1
階
園
庭
の
散
歩
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
、
ご
利
用
者
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
山
崎
）

も
楽
し
く
食
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
中
澤
）

10
日　

東
京
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
一
部
の
職
員

は
テ
レ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
壁
等

工
事
も
一
時
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。  （
冨
島
）

  （
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
）

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
三
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

︻
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
︼

︻
病
院
事
業
︼

浴
風
会
病
院

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

27
日　

2
階
の
ご
入
所
者
で
4
月
生
ま
れ
の
方

を
対
象
に
誕
生
日
会
を
行
い
、
お
や
つ
の
時
間

に
ケ
ー
キ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
ケ
ア
、
入
所
部
門
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
３
密
（
密

閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
る
た
め
、
ご
利
用

者
が
集
合
し
て
の
行
事
等
を
中
止
し
て
お
り
、

4
月
は
施
設
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
控
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
よ
る
ク
ラ
ブ
も
中
止
と
し
て
お
り
ま
す
。
な

る
べ
く
早
く
感
染
状
況
が
落
ち
着
く
よ
う
事
業

所
内
の
感
染
予
防
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
ご
面
会
の
制
限
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

家
族
様
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
森
屋
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

ケ
ア
24
高
井
戸

︻
研
究･

研
修
他
︼　

１
日　
「
開
園
記
念
日
」。
早
い
も
の
で
第
三

南
陽
園
は
19
回
目
の
開
園
記
念
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
ご

利
用
者
の
方
々
、
そ
し
て
ご
家
族
や
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
お
か
げ
で
す
。
開

園
記
念
日
に
は
健
康
に
良
く
、
災
い
を
さ
け

る
と
言
わ
れ
る
お
赤
飯
を
盛
り
込
ん
だ
祝
い

膳
と
紅
白
饅
頭
で
お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
今
日
は
特
別
な
日
な
の
ね
！
」

と
ご
利
用
者
の
方
々
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

　

第
三
南
陽
園
で
は
月
に
２
回
昼
食
時
に

「
選
択
食
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
種
類

の
主
菜
の
中
か
ら
ご
利
用
者
に
お
好
き
な
も

の
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。「
う
ー
ん
、

ど
れ
に
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
わ
」
と

悩
ま
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
ご
利
用

者
が
楽
し
そ
う
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後

老
健
く
ぬ
ぎ　
︵
介
護
老
人
保
健
施
設
︶

１
日　
「
開
園
記
念
日
」。
和
気
あ
い
あ
い
と

お
い
な
り
さ
ん
を
作
っ

て
、
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
お
い
な
り

さ
ん
大
好
き
な
の
！
」

と
話
さ
れ
４
つ
召
し
上

が
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

３
日　

お
花
見
弁
当
を
注
文
し
て
、
色
と
り

ど
り
の
お
か
ず
に
「
き
れ

い
ね
。
ど
れ
か
ら
食
べ
よ

う
か
し
ら
？
」
と
話
も
弾

み
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

１
～
30
日　

日
常
の
一
こ
ま
。
食
事
を
作
っ

た
り
、
ぬ
か
床
を
か
き

ま
わ
し
た
り
、
お
掃
除

を
し
た
り
、
天
気
の
良

い
日
は
洗
濯
物
を
干
し

て
、
６
階
の
テ
ラ
ス
を

散
歩
し
て
い
ま
す
。
テ

ラ
ス
に
も
水
仙
や
芝
桜

な
ど
が
咲
き
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
室
内
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
皆
様
が
お
好
き

な
歌
を
歌
っ
た
り
、
真

剣
勝
負
の
カ
ル
タ
取

り
、
何
パ
タ
ー
ン
も
あ

る
体
操
な
ど
な
ど
・
・
・

活
気
あ
ふ
れ
る
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。    

                      

（
谷
口
）
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厚
生
労
働
省
の
通
知
等
に
基
づ
く
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
︑

浴
風
会
病
院
及
び
各
施
設
に
お
き
ま
し
て

は
面
会
の
制
限
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒

詳
し
く
は
各
施
設
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

　
　
　

お
知
ら
せ

︻
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︼

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
https://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/

　

当
会
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ネ
オ
ハ
ル
ト
︵
株
︶

の
澁
澤
日
出
雄
警
備
士
が
︑
ご
利
用
者
の
特
殊

詐
欺
の
被
害
を
未
然
に
防
止
し
た
こ
と
に
よ

り
︑
４
月
８
日
︑
高
井
戸
警
察
署
よ
り
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
︒ 

常食お花見弁当

チラシ寿司仕立ての
　　ゼリー食

桜の香りも楽しめる
　　ミキサー食

　「栄養管理室」は
①入院患者様が安心して食べられる献立の作成・提供
②入院患者様の栄養状態を多職種で協力しながら改善方法を考えていくこと
③外来・入院患者様のお話をきいて栄養改善を一緒に考えていく栄養指導
が３大仕事です。
◎お食事
　入院中の楽しみの一つはお食事だと思います。栄養管理室では季節感を大
切に、目で見て楽しく、食べておいしく、安心して召し上がっていただける
お食事つくりを心がけております。そして常食の方はもちろん、咀嚼や嚥下
機能が低下している方にも楽しんで味わっていただけるよう工夫しています。

まずは一口食べたいと思っていただけるようなメニューを考え、厨房スタッ
フと協力して心を込めて提供しています。
◎栄養改善
　お食事を食べているところに訪問させていただくミールラウンドを実施し、
直接患者様と会話をさせていただいたり、食事介助をしたり、病棟スタッフ
からおしえてもらったりしながら食事摂取状況を把握。カンファレンスで多
職種と情報を共有し意見交換しながら栄養改善方法を考えています。
◎個別栄養指導
　患者様の食事状況・生活習慣を伺い、実践・継続できる栄養・食事療法　

　 　 　 　 　 　 　 　 を一緒に考えさせていただいています。
　「食べちゃダメ」という否定ではなく、肯定から始まる一人一人に合った
食事療法を提案するよう心がけています。また患者様の「知りたい」栄養・
食事情報にお応えできるように日々情報のアップデートにいそしんでいま
す。（例えば流行スイーツをたべたり、流行の調味料を使って調理したり、
新食材を試したり、郷土料理を食べたり…）
　「栄養指導に来ると安心できる」「ここに来ると体重だけではなく、心も軽
くなる」と長く栄養指導に通ってくださっている患者様もいらっしゃいま
す。興味がある方はぜひ主治医に「栄養指導をうけてみたい」とお伝えくだ
さい。月・金の午後、水曜日の午前中に外来栄養指導枠がございます。　

　 　 　 　 　 　 　 　                 私たちが、目標達成までサポートさせていただきます。

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
金
品
・
物
品
﹀

宮
沢　

郁
子
様
、萬
代　

英
明
様
、秋
田　

浩
子
様
、

狩
野　

治
男
様
、
村
上　

日
出
子
様
、

株
式
会
社
グ
レ
ー
プ
ス
ト
ー
ン
様

令
和
2
年
3
月
16
日
か
ら
4
月
15
日

　　浴風会病院～栄養管理室ってどんなとこ？～

     　　　　　           　 管理栄養士　加藤　三紀子     
　　
     

●
ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。


